
令和７年度 

事  業  報  告  書 

（自 令和７年４月１日  至 令和８年３月31日） 

Ⅰ 事業の概要 

 

１ 農作物共済関係 

（１）引受概要  

水稲に係る引受面積は、1,112,178a（計画比94.7％）、共済金額は、8,233,730千円 

（計画比97.6％）、徴収共済掛金は、5,375千円（計画比102.5％）となった。 

令和８年産麦に係る引受面積は、249,814a（計画比90.1％）、共済金額は、713,539千

円（計画比90.1％）、徴収共済掛金は、7,490千円（計画比90.1％）となった。 

陸稲は、引受がなかった。 

 （２）被害概要 

水稲に係る被害組合員数は、195人（前年度比68.2％）であった。 

主な被害は、８月中旬と下旬及び９月５日の大雨・強風により一部耕地で倒伏し、

水に浸かった穂等が発芽し減収となった。また、７月～８月の少雨により、ため池等

の天水利用水田で、生育が抑制され穂数が少なくなり減収となったほか、開花期から

登熟期(６月下旬～９月中旬)の高温により、受粉障害・不稔・未熟粒が生じ、減収・品

質低下となった。その他病害による不稔、アメリカザリガニやイネカメムシ類による

虫害、イノシシ、スズメなどの鳥獣害等により減収となった。 

麦に係る被害組合員数は、81人（前年度比85.3％）であった。 

主な被害は、播種期である11月及び生育期にあたる３月上旬から５月下旬の多雨や

断続的な降雨により発芽・生育不良となる土壌湿潤害の他、５月２日大雨を伴う強風、

下旬の断続的な降雨により倒伏する風水害、12月中下旬以降に播種したほ場では、少

雨のため生育不良となる干害、カラスによる鳥害、赤かび病などの病害により減収と

なった。 

 （３）支払概要 

水稲に係る支払共済金は、9,629千円（前年度比27.6％）となった。 

麦に係る支払共済金は、9,011千円（前年度比50.4％）となった。 

（４）損害防止の取組 

水稲種もみの温湯消毒の支援や高圧動噴防除機の貸出しを行うとともに、病虫害防

除等に必要な薬剤や鳥獣害対策資材の購入に要する経費の一部を助成した。  

 

２ 家畜共済関係 

(１) 引受概要 

死亡廃用共済に係る引受頭数は、25,514 頭（計画比 97.2％）、共済金額は、
7,569,891 千円（計画比 93.7％）、徴収共済掛金は、29,798 千円（計画比 98.0％）と
なった。 

疾病傷害共済に係る引受頭数は、6,755 頭（計画比 95.0％）、共済金額は、107,966
千円（計画比 97.1％）、徴収共済掛金は、31,940 千円（計画比 101.4％）となった。 

(２) 事故概要 
死亡廃用共済に係る対象頭数は、1,006 頭（前年度比 101.4％）であった。 
疾病傷害共済に係る対象頭数は、5,678 頭（前年度比 90.8％）であった。 

(３) 支払概要 
死亡廃用共済に係る支払共済金は、45,487 千円（前年度比 86.8％）となった。 
疾病傷害共済に係る支払共済金は、69,200 千円（前年度比 90.2％）となった。 
 
 



(４) 損害防止の取組 
 予防衛生措置として、薬剤等の配付を家畜診療所の獣医師が行い適正使用実施に努
めた。 
特定損害防止措置として、乳房炎と繁殖障害の検査を実施し事故低減に努めた。 

 

３ 果樹共済関係 

（１）引受概要 

令和８年産なしに係る引受面積は、3,466a（計画比87.5％）、共済金額は、247,450千
円（計画比93.9％）、徴収共済掛金は、2,075千円（計画比91.4％）となった。 
ぶどうに係る引受面積は、877a（計画比77.1％）、共済金額は、74,185千円（計画比

79.3％）、徴収共済掛金は、717千円（計画比76.9％）となった。 

（２）被害概要 

なしに係る被害組合員数は、15人（前年度比88.2％）であった。 
主な被害は、７月上旬以降の高温・少雨・多照による生育不良や日焼け果の発生。 
また、鴻巣市及び久喜市では降雹により果実が落下し減収となった。その他、ハダニ

類による虫害、降雨による黒星病及びカラスによる鳥害が発生し減収となった。 
ぶどうに係る被害組合員数は、12人（前年度比171.4％）であった。 
主な被害は、開花期にあたる５月下旬が低温で推移したことにより、受粉障害が起こ

り、果実が肥大不足となり、単為結果が発生し減収したほか、５月上旬の多雨による黒
とう病及びべと病が発生し減収した。 
また、アライグマ等による獣害及び果樹カメムシによる虫害が発生し減収となった。 

（３）支払概要 

なしに係る支払共済金は、3,302千円（前年度比67.7％）となった。 
ぶどうに係る支払共済金は、1,496千円（前年度比62.7％）となった。 

（４）損害防止の取組 

病虫害防除等に必要な薬剤や鳥獣害対策資材の購入に要する経費の一部を助成した。 

 

４ 畑作物共済関係 

（１）引受概要 

大豆に係る引受面積は、14,537a（計画比90.2％）、共済金額は、14,311千円（計画比
76.7％）、徴収共済掛金は、633千円（計画比83.5％）となった。 
令和８年産茶に係る引受面積は、798a（計画比90.4％）、共済金額は、6,815千円 

（計画比91.6％）、徴収共済掛金は、82千円（計画比128.1％）となった。 
スイートコーンに係る引受面積は、1,484a（計画比82.7％）、共済金額は、27,209千

円（計画比86.0％）、徴収共済掛金は、563千円（計画比77.8％）となった。 
蚕繭に係る引受箱数は、15.38箱（計画比66.9％）、共済金額は、992千円（計画比

66.6％）、徴収共済掛金は、７千円（計画比58.3％）となった。 

（２）被害概要 

大豆に係る被害組合員数は、24人（前年度比92.3％）であった。 
主な被害は、播種期にあたる7月10日の豪雨により土壌湿潤害が発生し、発芽不良およ

び生育不良となり減収した。７月中旬以降播種となったほ場では、８月下旬までの高温・
少雨により干害が発生。その他、８月上旬にシカによる獣害、８月中旬から９月下旬に
かけてチョウ目幼虫による虫害が発生し減収となった。 
スイートコーン、茶、蚕繭の被害はなかった。 

（３）支払概要 

大豆に係る支払共済金は、3,620千円（前年度比89.1％）となった。 

（４）損害防止の取組 

高圧動噴防除機の貸出しを行うとともに、病虫害防除等に必要な薬剤や鳥獣害対策
資材の購入に要する経費の一部を助成した。 

  



５ 園芸施設共済関係 

（１）引受概要 
引受棟数は、8,810 棟（計画比 97.2％）、共済金額は、16,906,090 千円（計画比

108.8％）、徴収共済掛金は、81,983 千円（計画比 104.4％）となった。 
（２）被害概要 

対象棟数は、275 棟（前年度比 96.5％）であった。 
主な被害は、風害、風水害 235 棟、落雷 24 棟、ひょう害４棟などであった。 

（３）支払概要 
支払共済金は、20,887 千円（前年度比 122.8％）となった。 

（４）損害防止の取組 
県が実施している病害虫発生予察情報等を広報紙・ホームページで紹介した。 

 

６ 任意共済関係 

（１）引受概要 

ア 建物共済 

加入棟数は、100,212 棟（計画比 99.3％）、共済金額は 1,171,729,230 千円 
（計画比 99.8％）、徴収共済掛金は 1,090,840 千円（計画比 99.7％）となった。 

イ 農機具損害共済 

加入台数は、12,962 台（計画比 100.2％）、共済金額は 29,844,820 千円 
（計画比 104.1％）、徴収共済掛金は 172,579 千円（計画比 102.6％）となった。 

ウ 保管中農産物補償共済 

加入口数は、７口（計画比 87.5％）、共済金額は 7,000 千円（計画比 87.5％）、
徴収共済掛金は、30 千円（計画比 92.2％）となった。 

（２）事故概要 

ア 建物共済 

対象棟数は、561 棟（前年度比 80.4％）であった。 

イ 農機具損害共済 

対象台数は、274 台（前年度比 87.8％）であった。 

ウ 保管中農産物補償共済 

事故はなかった。 

（３）支払概要 

ア 建物共済 

支払共済金は、569,536 千円（前年度比 126.8％）となった。 

イ 農機具損害共済 

支払共済金は、119,197 千円（前年度比 91.6％）となった。 
 

７ 農機具更新共済関係 

（１）引受概要 
加入台数は、６台（計画比 100％）、共済金額は、8,050 千円（計画比 100％）、徴 

収共済掛金は、830 千円（計画比 100％）となった。 
（２）事故概要 

事故はなかった。 
（３）支払概要 

満期による支払共済金はなかった。 

 

 

 

 



８ 農業経営収入保険 

（１）引受概要 

引受は、2,075経営体（計画比93.9％）となった。 
補償金額は、21,494,783千円（前年度比90.6％）、納入保険料等は、945,528千円（前

年度比94.4％）となった。 
（２）被害概要 

対象経営体数は、348経営体（前年度比66.2％）うち、つなぎ資金は、８経営体（前
年度比21.6％）であった。 

収入減少の主な要因については、高温、長雨、干ばつなどの気象災害44.2％、カメム
シ、軟腐病などの病虫害31.2％、けがや病気6.8％、価格低下3.6％、その他（取引先の
倒産等）14.2％であった。 

（３）支払概要 
支払補てん金は、416,714千円（前年度比44.3％）うち、つなぎ資金は、11,602千円（前

年度比6.8％）となった。 
 


